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本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ

い
て
、
総
務
委
員
会
・
産
業
建
設
委
員
会
・

教
育
厚
生
委
員
会
・
予
算
審
査
特
別
委

員
会
を
開
き
、
審
査
等
を
行
い
ま
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

な
お
、
各
議
案
の
内
容
（
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
）
に
つ
い
て
は
、
一
部
掲
載
で
す
。

●
第
３
号　

市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
に

関
す
る
条
例
及
び
島
原
市
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
【
可
決
】

Ｑ
年
間
０
・
１
月
分
の
引
き
下
げ
の
改
定

だ
が
、
減
額
分
は
総
額
で
幾
ら
に
な
る
の

か
。

Ａ
年
間
で
市
長
が
約
10
万
円
、
副
市
長
が

約
８
万
１
千
円
、
教
育
長
が
約
７
万
２
千

円
、
議
長
が
約
５
万
２
千
円
、
副
議
長
が

約
４
万
３
千
円
、
議
員
１
人
当
た
り
約
４

万
１
千
円
の
減
額
と
な
り
、
総
額
で
年
間

約
１
０
５
万
円
の
減
額
で
あ
る
。

●
第
４
号　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
及
び
島
原
市
一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
【
可
決
】

Ｑ
減
額
分
は
総
額
で
幾
ら
に
な
る
の
か
。

Ａ
一
般
職
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
常
勤
職

員
で
約
１
８
０
０
万
円
、
会
計
年
度
任
用

職
員
で
約
３
０
０
万
円
、
合
計
で
約
２
１

０
０
万
円
の
減
額
と
な
る
。

●
第
５
号　

島
原
市
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
可
決
】

　
Ｑ
育
児
休
業
の
取
得
状
況
に
つ
い
て
。

Ａ
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
開
始
さ
れ

た
令
和
２
年
度
は
常
勤
職
員
が
３
名
、
会

計
年
度
任
用
職
員
が
１
名
、
令
和
３
年
度

は
１
月
末
現
在
で
、
常
勤
職
員
が
２
名
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
２
名
が
取
得
し
て

お
り
、
い
ず
れ
も
取
得
者
は
女
性
職
員
で

あ
る
。

Ｑ
以
前
か
ら
非
常
勤
職
員
も
１
年
ご
と
の

契
約
だ
っ
た
と
思
う
が
、
「
引
き
続
き
在

職
し
た
期
間
が
１
年
以
上
」
の
要
件
と
の

整
合
性
が
な
い
と
思
う
。
継
続
し
て
採
用

さ
れ
る
と
、
育
児
休
業
が
取
得
で
き
た
の

か
。

Ａ
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
開
始
前
も

１
会
計
年
度
で
非
常
勤
職
員
を
採
用
し
て

い
た
。
１
年
度
で
採
用
し
て
一
旦
任
用
が

切
れ
て
も
、
継
続
し
て
任
用
さ
れ
る
と
、

そ
の
前
の
期
間
も
含
め
て
在
職
期
間
と
し

て
通
算
す
る
の
で
、
引
き
続
き
在
職
し
た

期
間
を
１
年
以
上
と
す
る
取
り
扱
い
を
し

て
い
る
。

●
第
６
号　

島
原
市
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
【
可
決
】

Ｑ
出
動
報
酬
の
項
目
に
災
害
、
警
戒
、
訓

練
と
あ
る
が
、
区
分
け
は
は
っ
き
り
で
き

て
い
る
の
か
。

Ａ
災
害
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
火
災
ま
た

は
地
震
等
の
災
害
で
出
動
し
た
場
合
に
１

日
に
つ
き
８
千
円
、
警
戒
の
場
合
に
つ
い

て
は
、
火
災
予
防
の
警
戒
や
年
末
警
戒
に

つ
い
て
１
日
に
つ
き
３
５
０
０
円
、
訓
練

の
場
合
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
の
訓
練
や

総
合
訓
練
に
つ
い
て
１
日
に
つ
き
３
５
０

０
円
と
な
る
。
災
害
の
場
合
に
お
い
て
も

中
に
は
待
機
を
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

今
後
、
早
急
に
消
防
団
と
基
準
を
詰
め
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

Ｑ
報
酬
に
つ
い
て
は
、
ど
う
い
う
流
れ
で

団
員
に
支
払
わ
れ
る
の
か
。

Ａ
市
か
ら
直
接
個
人
口
座
へ
の
振
り
込
み

は
し
て
い
な
い
。
団
員
か
ら
分
団
長
へ
委

任
し
た
委
任
状
を
い
た
だ
き
、
分
団
の
口

座
の
ほ
う
へ
市
か
ら
振
り
込
ん
で
い
る
。

Ｑ
団
員
が
増
え
な
い
理
由
の
一
つ
に
、
各

団
員
に
報
酬
が
正
確
に
行
き
渡
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

市
と
し
て
も
、
あ
る
程
度
分
団
で
プ
ー
ル

し
て
い
る
こ
と
は
容
認
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
運
用
に
つ
い
て
は
分
団
に
お
任
せ
し
て

い
る
が
、
分
団
の
運
営
費
に
つ
い
て
は
市

の
予
算
の
ほ
う
か
ら
別
途
支
給
し
て
い
る

の
で
、
こ
の
条
例
改
正
に
あ
た
り
、
消
防

団
と
も
調
整
す
る
中
で
、
今
後
は
団
員
へ

の
報
酬
の
支
給
も
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ

う
な
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

委
員
会
活
動
報
告

 

総    

務  

委
員
会

 

審
査
件
数
４
件

pick up

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、

市
長
、
副
市
長
及
び
市
議
会
議
員
の

期
末
手
当
を
改
定
す
る

pick up

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、

一
般
職
の
職
員
の
給
与
を
改
定
す
る

pick up

国
家
公
務
員
の
取
扱
い
に
準
じ
、
非

常
勤
職
員
の
育
児
休
業
等
の
取
得
要

件
の
う
ち
、
在
職
期
間
要
件
を
廃
止

す
る
な
ど
所
要
の
整
備
を
図
る

pick up

国
の
基
準
に
準
じ
て
、
消
防
団
員
の

処
遇
の
改
善
等
を
実
施
す
る
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●
第
７
号　

島
原
市
建
築
関
係
手
数
料
条

例
【
可
決
】

●
第
８
号　

島
原
市
有
明
町
下
水
道
事

業
基
金
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

【
可
決
】

Ｑ
新
築
以
外
で
、
汲
み
取
り
を
浄
化
槽
に

変
え
た
場
合
の
上
乗
せ
補
助
と
し
て
、
こ

の
基
金
５
億
３
９
０
０
万
円
を
使
う
と
い

う
こ
と
だ
が
、
上
乗
せ
補
助
額
を
人
槽
別

で
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
浄
化
槽
の
補
助
額
は
５
人
槽
で
28
万
８

千
円
、
７
人
槽
で
34
万
６
千
円
、
10
人
槽

で
43
万
８
千
円
の
上
乗
せ
に
な
る
。

Ｑ
店
舗
へ
の
補
助
は
考
え
て
な
い
の
か
。

Ａ
今
回
見
直
す
制
度
で
は
、
一
般
市
民
の

生
活
排
水
に
対
し
て
補
助
を
行
う
こ
と
で

汚
水
処
理
人
口
の
普
及
率
向
上
を
図
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
企
業
及
び
店
舗
へ
の
補

助
は
実
施
し
て
い
な
い
。

Ｑ
新
築
の
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ
新
築
の
場
合
は
現
行
ど
お
り
の
４
割
補

助
で
あ
る
。
今
回
の
上
乗
せ
補
助
に
つ
い

て
は
、
現
在
あ
る
単
独
処
理
浄
化
槽
と
汲

み
取
り
便
槽
か
ら
の
転
換
の
場
合
に
、
上

乗
せ
補
助
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

●
第
９
号　

島
原
市
外
港
地
区
環
境
整
備

基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
【
可
決
】

Ｑ
こ
の
基
金
は
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
使
わ
れ
て
き
た
の
か
。

Ａ
昭
和
63
年
度
と
平
成
９
年
度
に
地
区
内

の
排
水
路
整
備
に
使
用
し
た
。

●
第
14
号　

令
和
３
年
度
島
原
市
温
泉
給

湯
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
可
決
】

Ｑ
減
免
の
内
容
に
つ
い
て
。

Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

休
館
し
た
宿
泊
施
設
、
温
浴
施
設
に
つ
い

て
、
休
館
し
た
日
数
分
の
使
用
料
の
減
免

分
６
４
８
万
２
千
円
を
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。

●
第
17
号　

令
和
４
年
度
島
原
市
温
泉
給

湯
事
業
特
別
会
計
予
算
【
可
決
】

Ｑ
前
年
比
を
下
回
る
予
算
を
組
ま
れ
て
い

る
が
、
収
入
が
減
れ
ば
、
そ
れ
に
対
す
る

支
出
も
減
ら
し
て
い
く
の
が
民
間
の
や
り

方
で
あ
る
。
今
回
、
赤
字
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
支
出
抑
制
は
何
か
し
て

い
る
の
か
。

Ａ
今
回
の
当
初
予
算
で
は
温
泉
使
用
料
を

約
６
６
０
万
円
減
額
し
た
想
定
で
予
算
を

組
ん
で
い
る
。
歳
出
で
は
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

に
か
か
る
電
気
料
等
が
年
間
約
２
千
万
円

か
か
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
今
回
、
電
力

会
社
と
契
約
の
見
直
し
を
行
い
、
約
15
％

の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
約

３
５
０
万
円
を
減
額
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
修
繕
料
等
に
つ
い
て
も
必
要

な
箇
所
と
い
う
こ
と
で
、
約
３
０
０
万
円

を
減
額
し
て
お
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

約
６
５
０
万
円
を
減
額
し
て
予
算
計
上
を

し
て
い
る
。

●
第
19
号　

令
和
４
年
度
島
原
市
水
道
事

業
会
計
予
算
【
可
決
】

産
業
建
設  

委
員
会

 

審
査
件
数
６
件

pick up

島
原
市
手
数
料
条
例
に
規
定
し
て
い

た
建
築
関
係
の
手
数
料
に
つ
い
て
、

別
に
定
め
る

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
２
２
４
５
万
２
千
円
と
定
め
る

pick up

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
は

収
入
で
水
道
事
業
収
益
８
億
６
０
７

８
万
円
、
支
出
で
水
道
事
業
費
用
７

億
６
６
９
６
万
５
千
円
で
あ
る
。

資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
は

収
入
で
資
本
的
収
入
９
億
１
６
３
２

万
２
千
円
、
支
出
で
資
本
的
支
出
16

億
２
３
３
８
万
３
千
円
で
あ
り
、
資

本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対

し
不
足
す
る
額
７
億
７
０
６
万
１
千

円
は
、
当
年
度
分
消
費
税
資
本
的
収

支
調
整
額
と
損
益
勘
定
留
保
資
金
、

減
債
積
立
金
及
び
建
設
改
良
積
立
金

で
補
て
ん
す
る

pick up

pick up

公
共
下
水
道
事
業
整
備
計
画
の
廃
止

に
伴
い
、
浄
化
槽
整
備
の
促
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
有
明
町
下

水
道
事
業
基
金
を
活
用
し
、
新
た
に

浄
化
槽
整
備
事
業
基
金
を
設
置
す
る

温
泉
使
用
料
の
免
除
額
相
当
分
の
６

４
８
万
２
千
円
を
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
る

pick up
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●
第
10
号　

島
原
市
国
民
健
康
保
険
高

額
療
養
費
等
資
金
貸
付
基
金
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
【
可
決
】

Ｑ
高
額
療
養
費
の
現
在
の
状
況
に
つ
い

て
。

Ａ
高
額
療
養
費
は
、
窓
口
で
の
支
払
い
が

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
る
制
度
が
導

入
さ
れ
て
い
る
。
貸
付
制
度
の
希
望
者
は

い
な
く
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
貸
付
金
の
未
返
済
は
あ
る
の
か
。

Ａ
未
返
済
の
も
の
は
な
い
。

●
第
11
号　

島
原
市
国
民
健
康
保
険
出

産
費
資
金
貸
付
基
金
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
【
可
決
】

Ｑ
貸
付
の
実
績
に
つ
い
て
。

Ａ
記
録
が
あ
る
分
で
、
平
成
14
年
度
が
３

人
、
平
成
17
年
度
が
２
人
、
平
成
18
年
度

が
４
人
で
あ
り
、
延
べ
貸
付
金
額
は
２
２

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
貸
付
金
は
全
額

返
済
い
た
だ
い
て
い
る
。

●
第
13
号　

令
和
３
年
度
島
原
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
【
可
決
】

Ｑ
財
源
の
組
み
替
え
な
の
か
。

Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
保
険
税
の
減
免
措
置
の
財
源
に
つ

い
て
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
交
付
金
で
一
部
分

充
て
て
い
た
が
、
国
か
ら
の
補
助
金
で
措

置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
財
源
を

組
み
替
え
る
も
の
で
あ
る
。

●
第
16
号　

令
和
４
年
度
島
原
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
【
可

決
】

Ｑ
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
に
つ
い

て
、
約
１
億
４
４
０
０
万
円
の
減
額
だ
が

人
口
減
少
に
よ
る
も
の
か
。

Ａ
主
た
る
要
因
は
、
被
保
険
者
数
の
減
少

で
あ
る
。
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
若
干

伸
び
て
い
る
が
、
被
保
険
者
数
の
減
少
が

そ
れ
よ
り
も
大
き
い
状
況
で
あ
る
。

●
第
18
号　

令
和
４
年
度
島
原
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
【
可
決
】

　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
常
任
委

員
会
を
単
位
と
す
る
各
所
管
の
分
科
会

か
ら
の
審
査
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
、

総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
第
12
号　

令
和
３
年
度
島
原
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
15
号
）
【
可
決
】

　

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

億
８
６
５
１
万
１
千
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
を
２
６
８
億
６
９
３
４
万
８
千
円

と
す
る
も
の
。

Ｑ
島
原
城
及
び
鯉
の
泳
ぐ
ま
ち
の
観
光
交

流
施
設
の
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
、
２
５

０
０
万
円
が
赤
字
だ
か
ら
そ
の
分
を
補
填

す
る
の
か
。

Ａ
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
、
決
算
の
見

込
み
を
試
算
し
、
収
入
か
ら
支
出
を
差
引

き
、
不
足
分
に
つ
い
て
全
額
を
賄
う
と
な

っ
て
お
り
、
既
存
の
支
援
金
等
を
最
大
限

活
用
し
た
後
の
不
足
分
で
あ
る
。

Ｑ
島
原
ふ
る
さ
と
特
産
品
宅
配
事
業
で
残

っ
た
商
品
は
市
民
を
対
象
に
販
売
し
て
も

よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
残
っ
た
商
品
は
、
主
に
土
産
品
等
で

あ
っ
た
た
め
、
市
民
が
土
産
品
等
を
購
入

さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
、
こ
の
事
業
の
主

旨
が
市
内
の
特
産
品
等
を
市
外
の
方
に
Ｐ

Ｒ
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
大
前
提
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
そ
こ
ま
で
の
見
直
し
は
し

な
か
っ
た
。

Ｑ
小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
の
更
新
で
、

国
庫
支
出
金
の
比
率
が
、
小
学
校
費
と
中

学
校
費
で
違
う
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ
令
和
３
年
度
に
翌
年
度
の
希
望
調
査
が

あ
っ
た
が
、
中
学
校
費
は
事
業
費
を
少
な

く
見
込
ん
で
お
り
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
等
に

よ
る
機
器
単
価
の
上
昇
も
あ
り
、
事
業
費

が
当
初
見
込
み
よ
り
高
く
な
っ
た
た
め
で

あ
る
。
事
業
を
行
う
際
に
は
、
機
器
の
台

数
等
を
精
査
す
る
な
ど
し
て
、
国
庫
支
出

金
の
比
率
が
３
分
の
２
に
な
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
。

教
育
厚
生 

委
員
会

 

審
査
件
数
５
件

pick up

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
億
１
４
２
万
７
千
円
と
定
め
る

pick up

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

66
億
４
０
４
７
万
７
千
円
と
定
め
る

予
算
審
査
特
別 

委
員
会

 

審
査
件
数
３
件

 

島
原
ふ
る
さ
と
特
産
品
宅
配
事
業 

 

委
託
料　

 

▲
１
２
４
９
万
４
千
円

pick up（歳出）

 

保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事

 

業 

　
　
　
　

１
１
３
７
万
２
千
円

 

新
庁
舎
整
備
経
費 

 

　
　

 

　
　
　
　
　

▲
４
０
１
５
万
６
千
円

 

小
中
学
校
降
灰
防
除
事
業

 
　
　
　

 

２
億
２
６
１
１
万
６
千
円

 

島
原
城
及
び
鯉
の
泳
ぐ
ま
ち
観
光　
　
　
　
　
　

 

　
　

 

交
流
施
設
指
定
管
理
料

　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
０
０
万
円
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●
第
15
号　

令
和
４
年
度
島
原
市
一
般

会
計
予
算
【
可
決
】
【
附
帯
決
議
あ

り
】
（
※
１
）

　

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
４
０
億
８
８
０
０
万
円
と
す
る
も
の
。

Ｑ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
予
約
受
付
業
務
委

託
料
に
関
し
て
、
受
付
の
人
員
が
２
人
か

ら
３
人
に
増
え
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
前

年
度
と
比
較
し
て
予
算
額
は
ど
の
く
ら
い

増
え
て
い
る
の
か
。　

Ａ
現
在
、
月
平
均
約
３
０
０
０
件
の
利
用

が
あ
り
、
暫
定
的
に
１
回
線
で
対
応
し
て

い
た
が
、
ど
う
し
て
も
受
付
に
つ
な
が
ら

な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
増
設

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
今
現
在
、
専
任

が
２
人
、
兼
任
が
１
人
の
３
名
体
制
で
対

応
し
て
い
る
が
、
新
年
度
に
お
い
て
は
専

任
の
５
名
体
制
を
考
え
て
お
り
、
今
年
度

と
比
較
す
る
と
、
新
年
度
予
算
は
倍
額
ぐ

ら
い
の
費
用
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
イ
オ
ン
島
原
店
行
政
サ
ー
ビ
ス
窓
口

「
と
る
っ
と
」
経
費
に
関
し
て
、
土
日

開
庁
で
行
っ
て
い
た
業
務
の
う
ち
、
「
と

る
っ
と
」
で
は
行
え
な
い
業
務
が
あ
る
と

の
こ
と
だ
が
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
話
を
聞
い

て
い
る
と
、
窓
口
に
行
か
な
く
て
も
申
請

が
で
き
る
こ
と
も
出
て
く
る
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

Ａ
土
日
開
庁
が
３
月
末
を
も
っ
て
終
了
と

な
る
が
、
「
と
る
っ
と
」
で
は
転
入
・
転

出
の
届
出
の
受
付
は
行
わ
な
い
。
た
だ
、

令
和
４
年
度
中
に
転
入
・
転
出
手
続
き
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
か
か
る
シ
ス
テ
ム
整

備
を
行
い
、
導
入
し
た
際
に
は
、
転
入
先

で
の
手
続
き
を
行
え
ば
転
出
の
届
出
は
来

庁
し
な
く
て
も
い
い
仕
組
み
と
な
り
、
自

治
体
Ｄ
Ｘ
も
一
つ
ず
つ
進
歩
し
て
い
っ
て

い
る
。

Ｑ
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
に
つ
い
て

約
19
億
５
０
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
給
付
費
の
推
移
、
ま
た
、
利
用
者

数
は
。

Ａ
決
算
額
は
平
成
29
年
度
以
降
、
約
１
億

円
の
増
額
が
毎
年
続
い
て
い
る
。
ま
た
、

利
用
者
数
は
平
成
29
年
度
が
１
３
４
３

人
、
令
和
２
年
度
が
１
３
９
２
人
と
い
う

こ
と
で
微
増
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

Ｑ
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
利
用
状

況
に
つ
い
て
。

Ａ
平
成
30
年
度
の
実
件
数
が
18
件
、
延
べ

件
数
で
32
件
。
平
成
31
年
度
の
実
件
数
が

19
件
、
延
べ
件
数
が
29
件
。
令
和
２
年
度

の
実
件
数
が
19
件
、
延
べ
件
数
が
24
件
で

あ
る
。
そ
の
結
果
、
出
生
に
つ
な
が
ら
れ

た
方
の
人
数
は
、
平
成
30
年
度
が
８
件
、

平
成
31
年
度
が
５
件
、
令
和
２
年
度
が
８

件
で
あ
る
。

Ｑ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
収
支
の
状

況
は
ど
う
か
。
補
助
金
が
な
く
て
も
黒
字

な
の
か
。

Ａ
令
和
２
年
度
の
決
算
で
収
益
の
合
計
が

約
１
億
６
９
０
０
万
円
、
費
用
の
合
計
が

約
１
億
６
６
０
０
万
円
で
２
５
０
万
円
弱

が
補
助
金
を
加
え
た
上
で
の
収
支
と
な
っ

て
お
り
、
補
助
金
が
な
い
と
か
な
り
の
赤

字
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

Ｑ
施
設
園
芸
等
燃
油
価
格
高
騰
対
策
事
業

に
つ
い
て
、
対
象
燃
油
が
Ａ
重
油
と
灯
油

と
な
っ
て
い
る
が
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
適

用
さ
れ
な
い
の
か
。

Ａ
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
施
設
園
芸
等
の

加
温
用
に
使
う
燃
油
と
い
う
こ
と
で
考
え

て
い
る
。
加
温
用
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
つ
い
て

も
価
格
変
動
等
の
調
査
を
し
て
、
検
討
を

し
て
み
た
い
。

イオン島原店行政サービス窓口「とるっと」

 

保
育
補
助
者
雇
上
強
化
事
業 

 

　
　
　
　

 

　
　
　

４
８
９
９
万
円

pick up（歳出）

 

有
明
庁
舎
外
壁
等
改
修
事
業　
　

 

　

 

　
　
　
　
　
　

４
４
０
０
万
円

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業 

 

　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

５
６
７
９
万
円

 

４
万
人
の
ご
み
減
量
プ
ロ
ジ
ェ
ク

 

ト
推
進
事
業　
　
　

 

２
７
０
万
円

 

行
政
サ
ー
ビ
ス
窓
口
「
と
る
っ
と
」

 

経
費　
　
　
　
　

 

１
０
７
５
万
円

 

認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
事
業　
　
　
　
　
　

 

　
　

　
　
　
　
　
　

５
億
２
８
２
９
万
円

 

島
原
城
整
備
事
業

 
 
 

　
　
　
　

 

２
億
５
０
０
０
万
円

 

無
電
柱
化
事
業 

 

　
　
　
　
　

 

１
億
１
３
０
０
万
円

 

安
徳
新
山
線
整
備
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

３
億
１
２
１
７
万
円

 

消
防
団
第
14
分
団
詰
所
・
格
納
庫　

  　
　

 

 

新
築
工
事　
　
　

 

１
７
０
５
万
円

 

平
成
町
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修　

  　
　

 
 

事
業　
　
　
　
　

 

９
１
０
０
万
円
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Ｑ
お
堀
側
の
歩
道
の
付
け
替
え
の
予
定

は
。
道
幅
が
狭
く
な
り
、
一
方
通
行
に
な

る
が
、
ど
ち
ら
周
り
か
。

Ａ
ま
ず
は
無
電
柱
化
を
進
め
、
そ
れ
と
並

行
し
て
歩
道
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
。
既
存
の
外
側
の
歩
道
に
つ
い
て
は
そ

の
ま
ま
で
、
無
電
柱
化
を
す
る
５
４
０
メ

ー
ト
ル
の
区
間
に
お
い
て
、
内
側
に
歩
道

を
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

一
方
通
行
に
つ
い
て
は
、
時
計
周
り
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ
消
火
栓
設
置
費
負
担
金
６
０
０
万
円
の

予
算
計
上
に
つ
い
て
は
、
何
基
分
の
設
置

を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
例
年
設
置
数
は
異
な
る
が
新
規
５
基
、

更
新
15
基
を
予
定
し
て
お
り
、
全
て
水
道

管
の
布
設
替
え
に
併
せ
た
事
業
で
あ
る
。

新
規
に
つ
い
て
は
要
望
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

に
設
置
し
て
い
る
が
、
管
路
の
口
径
が
小

さ
け
れ
ば
消
火
栓
を
設
置
で
き
な
い
と
こ

ろ
も
あ
る
。

Ｑ
島
原
城
の
国
指
定
を
目
指
す
の
は
何
の

た
め
か
。

Ａ
平
成
24
年
に
起
こ
っ
た
石
垣
の
崩
落
で

は
多
額
の
費
用
を
要
し
た
。
国
で
あ
れ
ば

事
業
費
の
２
分
の
１
の
補
助
が
見
込
め
る

た
め
、
島
原
城
の
将
来
を
考
え
た
場
合
、

国
指
定
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

Ｑ
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
に
、
リ
モ
ー
ト

授
業
へ
の
出
席
や
先
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
配
付
し
て
あ
る
パ
ソ

コ
ン
を
活
用
し
て
で
き
な
い
か
。

Ａ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

は
、
今
後
十
分
図
っ
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
考
え
て
い
る
。
授
業
の
出
席
と
し

て
扱
う
よ
う
な
授
業
に
関
し
て
さ
ら
に
積

極
的
に
使
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
逆
に
ひ

き
こ
も
り
が
ひ
ど
く
な
る
と
い
う
ケ
ー
ス

も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
今
後
研
究
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
討
論
】
島
原
城
大
手
門
市
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
度
に
予
定
し
て
い
た
事
業

内
容
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
３
年
度
の
予
算
要

求
１
０
０
万
円
に
対
し
て
、
令
和
４
年
度

は
３
２
６
万
円
と
３
倍
以
上
の
額
の
要
求

が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
当
に
厳
し
い
財
政

の
中
、
ず
さ
ん
な
積
算
に
よ
る
予
算
要
求

に
は
賛
成
で
き
な
い
た
め
、
島
原
城
大
手

門
市
補
助
金
の
予
算
要
求
及
び
執
行
に
あ

た
っ
て
は
十
分
に
精
査
す
る
こ
と
の
附
帯

決
議
（
※
１
）
を
付
け
て
賛
成
す
る
。

「
附
帯
決
議
」
と
は
（
※
１
）

　

市
長
（
執
行
機
関
）
か
ら
提
案
さ
れ
た

予
算
や
条
例
な
ど
の
議
案
に
対
し
て
、
そ

の
執
行
に
当
た
っ
て
の
議
会
（
委
員
会
）

と
し
て
の
要
望
や
意
見
を
あ
ら
わ
す
も
の

で
す
。

　

法
的
な
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市

長
は
、
こ
の
要
望
や
意
見
等
を
尊
重
す
る

政
治
的
、
道
義
的
な
責
任
を
負
い
ま
す
。

●
第
20
号　

令
和
４
年
度
島
原
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
【
可
決
】

　

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８

７
５
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を

２
４
１
億
７
５
５
０
万
円
と
す
る
も
の
。

Ｑ
家
畜
飼
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
、
配
合
飼
料
は
ど
の
く
ら
い
高

騰
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
配
合
飼
料
の
原
料
と
な
る
輸
入
原
料
価

格
で
み
る
と
、
令
和
２
年
度
の
平
均
価
格

は
２
万
６
９
３
８
円
で
あ
る
。
令
和
３
年

度
は
直
近
の
10
月
か
ら
12
月
の
平
均
で

４
万
１
５
２
０
円
と
な
っ
て
お
り
、
54
％

ほ
ど
上
が
っ
て
い
る
。

 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

 

侵
略
に
対
し
厳
重
に
抗
議
す
る
決
議

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵

略
は
、
国
際
社
会
の
平
和
と
秩
序
、
安

全
を
脅
か
し
、
武
力
の
行
使
を
禁
ず
る

国
際
法
に
違
反
す
る
暴
挙
で
あ
り
、
断

じ
て
許
容
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
核
兵
器
の
使
用
を
示
唆
す
る

発
言
に
よ
る
威
嚇
、
武
力
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
は
、
ア
ジ
ア
を
含
む

国
際
社
会
の
秩
序
に
影
響
す
る
深
刻
な

事
態
で
あ
り
、
我
が
国
の
安
全
保
障
の

観
点
か
ら
も
決
し
て
看
過
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
本
市
議
会
は
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
攻
撃
や
主
権
侵
害

に
対
し
厳
重
に
抗
議
の
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
ロ
シ
ア
軍
を
即
時
に
完
全
か

つ
無
条
件
で
撤
退
さ
せ
る
よ
う
、
国
際

法
に
基
づ
く
誠
意
を
持
っ
た
対
応
を
強

く
求
め
る
。

　

政
府
に
お
か
れ
て
は
、
関
係
各
国
や

国
際
社
会
と
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
毅

然
た
る
態
度
で
ロ
シ
ア
に
対
し
て
厳
格

か
つ
適
切
な
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、

強
く
求
め
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

令
和
４
年
３
月
４
日

　
　
　
　
　
　
　
　

    

島
原
市
議
会 

pick up（歳出）

 

事
業
継
続
支
援
給
付
金
事
業　
　

 

　

 

　
　
　
　
　
　

６
０
７
０
万
円

 

家
畜
飼
料
価
格
高
騰
対
策
事
業　

  　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

２
６
８
０
万
円


